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K20a MAGIC報告 9: W51領域からの超高エネルギーガンマ線の観測
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巨大分子雲複合体W51の中には超新星残骸W51Cがあり、星形成領域W51Bの分子雲と相互作用している事
が知られている。さらに、超新星残骸W51Cに伴なっていると考えられるパルサー星雲CXO J192318.5+140305
も見つかっている。この領域から来るガンマ線が Fermi/LAT(0.2− 50 GeV)およびHESS(>1 TeV) によって発
見されているが、起源がパルサー星雲であるのか、超新星残骸のシェルであるのか、または分子雲であるのか特
定するだけの解像度はなかった。ただ、Fermi/LATによるエネルギースペクトラムの測定結果は、起源がハドロ
ンであることを示唆していた。
MAGICによりW51領域が 50時間以上観測され、75GeVから 4TeVまでのエネルギースペクトラムが得られ

た。スペクトラムはベキ関数でよく表され、ベキは 2.6であった。また、ガンマ線到来方向から、起源は超新星
残骸W51CがW51Bの分子雲と相互作用している領域と特定された。パルサー星雲CXO J192318.5+140305か
らの寄与も否定できないが、高々20%の寄与であると見積もられた。
本講演では、観測結果の詳細とともに、観測されたエネルギースペクトラムとMorphologyの物理的解釈につ

いて報告する。


